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篆刻で使用するもの 
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印
面
を
平
ら
に
磨
く
の
は 

な
か
な
か
難
し
い 

3 



印
稿
の
制
作 

 

『柳
原
燁
子
』の
場
合 

辺郭を正確に書くことが第一歩です 
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印
稿
『
庚
辰
』（二
〇
〇
〇
年
）
の
場
合 

書
体
は
古
璽 
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印刀の使い方 
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印材が大きい時は印を左手に持つこともある 
印泥は軽くたたくようにつけ、決して押し込めない 
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主
な
字
書 

校
字
ノ
ー
ト 

印
稿 

作
品 
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印
稿 

印
稿
の
反
転 

１ 
賀
正 

賀
詞
の
場
合 
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２ 

頌
春 

印
稿 

印
稿
の
反
転 
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朝
鮮
十
二
神
将
拓 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

二
〇
二
一
年 

    

歳
首 
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十
干
（
じ
っ
か
ん
） 

  
甲
・乙
・丙
・丁
・戊
・己
・庚
・辛
・壬
・癸
の
十
の
要
素
。
古
代
中
国
で
考
え
ら
れ
、

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
十
二
支
と
合
わ
せ
て
干
支
（か
ん
し
、
え
と
）と
い
い
、
暦
の

表
示
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
五
行
に
当
て
は
め
て
、
2
つ
ず
つ
を
木
（も
く
、

き
）・火
（か
、
ひ
）・土
（と
、
つ
ち
）・金
（こ
ん
、
か
）・水
（す
い
、
み
ず
）
に
そ
れ
ぞ
れ

当
て
、
さ
ら
に
陰
陽
を
割
り
当
て
て
い
る
。 

 

日
本
で
は
陽
を
兄
、
陰
を
弟
と
し
て
、
例
え
ば
「甲
」を
「木
の
兄
」（き
の
え
）、

「乙
」を
「木
の
弟
」（き
の
と
）な
ど
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

「干
支
」を
「え
と
」と
読
む
の
は
、
こ
の
「兄
弟
」（え
と
）に
由
来
す
る
。 

十
二
支
（
じ
ゅ
う
に
し
） 

  

子
・
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥
の
総
称
。
十
二
支
は
古
く
殷
の

甲
骨
文
で
は
十
干
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
日
付
を
記
録
す
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

戦
国
以
降
、
日
だ
け
で
な
く
、
年
・
月
・
時
刻
・
方
位
の
記
述
に
も
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
動
物
を
あ
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
天
文
学
の
十
二
宮
が

後
か
ら
伝
播
し
て
き
て
十
二
支
と
結
び
つ
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。 

（ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

来
楚
生 

星
齋 
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10と12の最小公倍数は60なので、干支は60回で一巡する。干
支は、すべての組合せのうちの半数しかない。例えば、一覧01
～60で5回ある「子」のうちに、「甲子」はあるが「乙子」はない。
これは、10と12に共通の約数2があるので、干支の周期が積の
120ではなく、最小公倍数の60になるからである。 

 仮に、十干ではなく十五干と十二支の組み合わせであれば、
最小公倍数は同じ60になり、干支は計算上の3分の1に留まる。 
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干
支
印
「
辛
丑
」（
し
ん
ち
ゅ
う
・
か
の
と
う
し
） 

 
 

印
稿
制
作
の
た
め
の
校
字
資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
篆
隷
大
字
典
」
を
用
い
た
場
合
） 

把
手
の
あ
る
大
き
な
直
針
の
形
。
こ
れ
を
入
墨
の
器
と
し
て
用
い
る
の
で
、
言
・章
・童 

・妾
・辜
（こ
）・商
な
ど
の
字
は
、
も
と
辛
に
従
う
形
に
作
る
。
辛
に
墨
だ
ま
り
を
つ
け 

た
形
は
章
、
入
墨
に
よ
っ
て
文
身
を
施
す
こ
と
を
文
章
と
い
う
。 

指
先
に
力
を
入
れ
て
曲
げ
、
強
く
も
の
を
執
る
形
。
又
（
ゆ
う
）（手
）の
字
形
の
、
爪
を 

立
て
て
い
る
形
で
あ
る
。
十
二
支
に
用
い
る
の
は
仮
借
義
。 
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・蔯 

校
字
の
方
法
と
印
稿
例 
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布
字
（十
八
種
） ※

布
字
し
た
も
の
の
反
転 

印篆（白文） 印篆（白文） 
内輪郭有り 

印篆（白文） 
内輪郭有り 

印篆（白文） 
 辛丑２字 

印篆（朱文） 

印篆（白文） 
変形内輪郭 

印篆（白文） 
環印内輪郭 

印篆（白文） 
亜字形内輪郭 

印篆（白文） 
菱形内輪郭 

小篆（朱文） 小篆（白文） 
  ２矩形 

小篆（朱文） 
 辛丑２字 

金文（白文） 
環印内輪郭 

金文（朱文） 
 勾玉形 

古璽（朱文） 古璽（朱文） 
 扇面形 

甲骨文（朱文） 古璽（朱文） 
環印方郭 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 
⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

⑮ 
⑯ ⑰ ⑱ 

好
み
の
も
の
を
選
ん
で
刻
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

黒
い
部
分
を
掘
り
、
朱
の
部
分
を
残
し
ま
す
。 

 

印
材
を
印
床
に
固
定
し
て
、
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に 

 

最
初
は
印
材
の
堅
さ
を
確
か
め
な
が
ら
慎
重
に
少
し 

 

ず
つ
刻
む
よ
う
に
彫
り
ま
す
。 
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布
字
し
た
そ
の
ま
ま
の
状
態 

刻
す
途
中
で
字
形
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
こ
の
画
像
で
確
認

し
て
下
さ
い
。 
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賀
状
例 
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